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第 4 章 

協働による取組み 
 

市が市民（市民団体等）・事業者と協働して行った 

環境への取組みの実績等を記載しています。 



118 

 

  



119 

 

多摩市の環境づくりを進めていく上で、“市民、事業者、行政の協働”（みんなの協力）も重要です。

そのためには、市民（子どもを含む）、事業者、行政がそれぞれの役割を認識し実践するとともに、相互

のパートナーシップを築いていくことが欠かせません。 

 

１．協働による環境への取組み実績 

令和元年度は次の 300 以上の団体等と協働して、環境保全・環境美化・ごみ減量活動等を実施し、延

べ約 12,000 人の参加がありました。 
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２．人づくりに向けて 

 

（１）環境教育の充実 

環境を大切にする「心」を育てるためには、子どもの頃から自然や生き物とふれあい、環境を大

切にする心を育てていくことが重要です。 

多摩市では、持続可能な社会の担い手を育成するため、「2050 年の大人づくり」をキャッチフ

レーズとして、市内の全小・中学校でＥＳＤ（Ｅducation for Sustainable Development）の取

組みを進めています。環境教育はその重要な一躍を担っています。 

市内の全ての小・中学校で社会科、理科、家庭科、生活

科などの教科学習、あるいは、総合的な学習の時間、「特別

な教科 道徳」や特別活動などを通じ、水、土、空気、騒

音、ごみ、リサイクル、草花栽培、樹木の保全活動などを

取り上げています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）環境学習の拡充 

子どもから大人まで生涯を通じて環境にやさしい行動をする人を育てるため、地域ぐるみで環境

について学び、実際に体験するための場や機会を提供していきます。 

市内では、グリーンライブセンターや 

コミュニティーセンター、公民館等で、環境 

に関する学習会等が市民団体などの主催に 

より開催されています。 

また、市主催による施設等見学会、環境 

学習会、自然観察会や環境ウォッチング、 

農業体験等の体験学習等多彩な取組みも行っ 

ています。 

さらに、歴史・文化の保全・継承に関しても

同様な取組みを進めています。 

 

 

  


